「ヒーローは」

　　　　　　　　世田谷区立世田谷中学校演劇部

　　　　　　　　平成２４年度上演作品

　　　　　　　　原案　世田谷中学校演劇部

　　　　　　　　脚本　柏木　陽

題名「ヒーローは」　　　　　　　　　　　　　　
場所　　　私立世田谷大学付属中学校

　　　　　　　　　ヒーロー部部室

　　　　　　　　　生徒会室

　　　　　　　　　廊下

　　　　　　　　　ゴミ捨て場

　　　　　　　　　文化祭ステージ

とき　　　秋の文化祭当日

登場人物　ヒーロー部部長（レッド＝和田）

　　　　　ヒーロー部員（オレンジ＝神野）
　　　　　ヒーロー部員（イエロー＝安齋）

ヒーロー部員（ブルー＝金田）

　　　　　ヒーロー部員（グリーン＝高野）

　　　　　ヒーロー部員（ピンク＝友利）

　　　　　ヒーロー部員（バイオレット＝菅沼）

　　　　　生徒会会長（えいか）

　　　　　生徒会役員（塩田）

　　　　　生徒会役員（笹尾）

　　　　　生徒会役員（野口）

　　　　　かべ・理事長（めい）

　　　　　かべ・お母さん（あかり）

◯ヒーロー部と生徒会を紹介する場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幕が開くと二人の生徒が立っている。（勇壮な感じのＢＧМ）
めい　　　この物語は私立セント世田谷大学付属中学校のヒーロー部と生徒会の終わりなき戦いの物語である！

部長出てきて仁王立ち。

あかり　　ヒーロー部部長！

ヒーロー部出てきて全員でポーズ

あかり　　ヒーロー部！

会長出てきて仁王立ち。

めい　　　生徒会会長！

生徒会出てきて全員でポーズ。

めい　　　生徒会！

するとヒーロー部と生徒会で対決するようなポーズ。

めい　　　ヒーロー部と生徒会は終わりなき抗争を繰り広げていた。そして！

あかり　　ヒーロー部と生徒会の長きに渡る確執は今最高潮を迎えていた！

生徒会とヒーロー部はける。

めい　　　そして我々は！

あかり　　そして我々は！

めい　　　かべ！
あかり　　かべ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
◯ヒーロー部は何かと大変なんです！（ヒーロー部部室）　　　　　　　　　　　　　　
ヒーロー部部室という看板

部長が一人で仁王立ちで立っている。すると・・・

部員（高） 部長～～！！！部長！部長！部長！あ、部長！大変なんです！我がヒーロー部の
ピンチです！

部長　　　　どうした！？グリーン！
部員（高）　この部始まって以来の大ピンチです！怪人役が来ません！

部長　　　　なんだって～！！！

部員（高）　どうしましょう！

部長　　　　どうにかしよう！

部員（高）　どうするんですか？

部長　　　　うーん！どうしよう？

部員（高）　部長！

部員（金）　部長～～！！！部長！部長！部長！大変なんです！我がヒーロー部のピンチです！

部員（高）　どうしたの？ブルー！
部員（金）　衣装が見当たりません！

部長　　　　なんだって～！！！

部員（高）　それじゃ変身できないじゃないか！

部員（友）　部長～～！！！部長！部長！部長！大変なんです！我がヒーロー部のピンチです！

部員（金）　どうしたの？ピンク！
部員（友）　脚本が！まったく面白くありません！

部長　　　　なんだって～！！！

部員（高）　練習ができない！

部員（金）　衣装が見当たらないって時に！

部員（神）　部長～～！！！部長！部長！部長！大変なんです！我がヒーロー部のピンチです！

部長　　　　どうした！？オレンジ！
部員（神）　ロッカーに退部届が！

部員（高）　一身上の都合により辞めます。

部長　　　　なんだって～！！！

部員（安）　部長～～！！！部長！部長！部長！

部員（神）　どうしたの？イエロー！
部員（安）　今日が文化祭の当日です！

部員全員　　今日が文化祭の当日だって？！

部員（金）　まだなんにも準備ができていなのよ！

部員（神）　部員だって足りないのに！

部員（金）　衣装もないのに！

部員（友）　台本もないのに！

部員（高）　何にもないのに今日が文化祭？！

部員全員　　どういうこと？

声　　　　　こういうことよ！

生徒会の方々、文化祭のポスターを掲げて登場！

生徒会（塩）　おーほっほっほっほ！おーほっほっほっほ！

部長　　　　　お前らは、生徒会！

生徒会（笹）　ごきげんよう暑苦しいヒーロー部のみなさん

部員（友）　何しに来た！

生徒会（野）　大事な大事な文化祭を忘れているようだから教えてに来てあげたんじゃない

生徒会（塩）　ヒーロー部唯一の活躍の場、文化祭の日を忘れるなんて、おかわいそうに。
生徒会（野）　あなた達の活動意義を疑うわね

部員（高）　　文化祭はあと二週間は先のはずよ！

生徒会（笹）　今日が文化祭になったのよ！

生徒会（野）　生徒会執行部でそう決めました。

部員（友）　　そんなこと許されるとでも思ってるのか！

生徒会（塩）　許されるかですって？許されるに決まっているじゃない。私たちは全生徒による公正な選挙によって選ばれた生徒会執行部。

生徒会（笹）　同じ部がついていたとしても非公式ぎりぎりのあなた達ヒーロー部とはわけが違うのよ。

部員（金）　　他の部やクラスの発表だって間に合わないよ！

生徒会（野）　みーんな間に合わせてくれたわ。

生徒会（笹）　ほらパンフレット

部員（神）　　本当だ。ブラスバンドも合唱部もステージ発表になってる！

部員（友）　　写真部のパネル展示もあります！

部員（安）　　囲碁部の簡単以囲碁レッスンまで！

部員（高）　　クラス発表も、たこ焼き屋からめだかの観察のパネル展示まで充実しまくってる！

生徒会　　　おーほっほっほっほ！

部員（金）　　あ！私たちの出番が決まっている！

生徒会（笹）　ヒーロー部の出番もないと公正じゃありませんからね

生徒会（塩）　今年はどんなものを見せてくれるのかしら？

生徒会（笹）たしか去年はたった一人でのステージだったわね。

生徒会（野）　さびしいさびしいステージだったわ。

生徒会（笹）　今年はさぞかし豪勢なステージになるのでしょうね。

部員（金）　　出番は午後一番です！

部員（神）　　そんなの無理だよ

部長　　　　（手で部員を制する）

生徒会（野）　しっかり準備しなさい

生徒会（塩）　できるものならね

生徒会　　　おーほっほっほっほ！

生徒会（笹）　大事な大事な文化祭に出なかったらどうなるか、分かってるでしょうね。

部員（金）　　どうなるの？

生徒会（塩）　もうじき答えがやってくる。楽しみになさい。ではごきげんよう。
おーほっほっほっほ！

生徒会去っていく。

◯ヒーロー部大ピンチなんです！（ヒーロー部部室）
部員（沼）　　部長～～！！！部長！部長！部長！あ、部長！大変なんです！我がヒーロー部のピンチです！

部員（金）　 このヒーロー部がピンチじゃなかったことなんて一度もなかったじゃない！
バイオレット！
部員（沼）　　いーえ、この部始まって以来の大ピンチなんです！
部員（神）　　私には文化祭当日にも関わらず部員全員が集まっていないことのほうがよっぽ　　　　　　　　どピンチだと思うけど？バイオレット！
部員（友）　それよりも台本が出来上がっていないことの方が問題があります。バイオレット！
部員（金）　　衣装が見当たらないことのほうが

部員（安）　　それもこれも全部部長が
部長　　　（わざと咳き込んで見せる）んっ！んっ！

部員（沼）　もう！小競り合いなんてしている場合じゃないんですよ！ヒーロー部が、ヒーロー部が、廃部になってしまうんですよ！
部員全員　え？
部員（沼）　廃部です！廃部！

部員（神）　廃部ってどういうこと？

部員（友）　背部とは背の部分。せなか。また、うしろの方を言う。

部員（高）　ああ！五のことね！

部員（金）　それはファイブ

部員（沼）　廃部です！部を廃止すること！部が廃れる！なくなっちゃうって言うことです！

部員全員　　ヒーロー部がなくなる！？

部員（高）　ちょっとどういうことよ！

部員（安）　ヒーロー部のピンチじゃない！

部員（沼）　だから最初っからそう言ってるじゃないですか！

部員（友）　あいつらの言っていた答えってこういうことか！

部員（高）　どうしたらいいんだ！

部員（安）　今日が文化祭で

部員（金）　衣装がなくて

部員（友）　台本もなくて

部員（高）　怪人がいなくて

部員（神）　部員がやめて

部員（沼）　その上ヒーロー部がなくなっちゃうなんて

部員（高）　部長！

部長　　　うーん！

部員（金）　とにかくなんとかしましょう

部員（金）　私、衣装を探してきます。

部員（神）　私、怪人をやってくれる人を探してきます。

部員（友）　私台本書いてみます

部員（高）　私、部員・・・はどうにも出来ないのでとにかく何とかしてきます

部員（沼）　僕、何かしてきます！

部員（安）　でも、

部員全員　ん？

部員（安）　ヒーロー部がなくなっちゃったら意味ないんじゃ・・・

部員全員　（あ・・とか、え・・・とか声にならない言葉を発する）

部長　　　それは私が何とかする

部員（金）　なんとかなるんですか？

部長　　　何とか、する！

部員（友）　そのことは部長に任せよう。

部員（高）　今は何とか今日の文化祭の本番に間に合わせるんだ！

部員全員　　おう！

部員たち去っていく。

◯生徒会の思惑！（生徒会室）
看板には生徒会執行部の文字

生徒会（塩）　会長！やりましたね！まんまとあのにっくきヒーロー部をはめてやったわ！
生徒会（笹）　他の生徒もあんなに賛同してくれるとは思わなかった

生徒会（野）　あれは協力しなければ部活への活動を許可しないと言ったからでは

生徒会（塩）　（咳払い）んっ！おっほん！

生徒会（笹）　一般の生徒も非常に協力的でしたからね。

生徒会（塩）　え～、皆さん！文化祭を一週間前倒しします！

生徒会（野）　え～

生徒会（野）　間に合いませんよ～

生徒会（野）　無理だよ～

生徒会（野）　生徒会横暴だ！

生徒会（塩）　いいの？あなた達の部の活動をできなくしてもいいけれど？

生徒会（野）　えーでもーあのー

生徒会（笹）　従うか従わないか、ハッキリしなよ！

生徒会（塩）　生徒会に従います！

生徒会　　おーほっほっほっほ！おーほっほっほっほ！

生徒会（野）　正義は生徒会にあり！

生徒会（笹）　そこまでして勝ち取った文化祭一週間前倒し！

生徒会（塩）　ヒーロー部は絶対に廃部に追い込んでやるわ！

生徒会　　おーほっほっほっほ

部長が一人歩いてくる。止まる。何事か考えているようだ。が、意を決してドアをノックする。中から生徒会が出てくる。

生徒会（塩）　あら？こんなところで何をしているの？

部長　　　廃部ってどういうことだ？

生徒会（笹）　そう、耳に入ったのね。

部長　　　　いきなりそんなことを決めるなんてひどいじゃないか

生徒会（笹）　私たちはずっと警告をしてきたはずよ

生徒会（野）　これ以上ヒーロー部の活動で目に余ることが出てきたら即刻やめてもらうって

部長　　　　ヒーロー部の何がダメだって言うんだ

生徒会（野）　ダメに決まってるでしょ！

部長　　　　ゴミ拾いの活動をしたことか？朝の挨拶運動か？老人ホームへの慰問公演のことか？幼稚園の行事を手伝ったことか？いじめ撲滅活動をしたことか？

生徒会（野）　全部よ！全部！

部長　　　　全部いい事ばかりじゃないか！

生徒会（塩）　全部無許可でやってるでしょ！

生徒会（笹）　その後私たちがどれだけ事後処理に苦労したと思っているのよ！

部長　　　　私たちは人の役に立ちたい思いがあっただけだ

生徒会（野）　役に立つどころか、迷惑している人間もいるのよ。

部長　　　　どこに？

生徒会（塩）　ここに！

生徒会（笹）　あなた達の迷惑行為にどれだけの苦情が来ていると思う？

部長　　　　迷惑だったのか？どこが？

生徒会（塩）　そりゃそうでしょうよ！ゴミ拾いをすればバス停まで拾ってくる。朝のあいさつ運動では近隣から大声がうるさいと苦情。老人ホームへの慰問で壁に穴を開けてくる。幼稚園児を泣かす。

部長　　　　やりすぎたのか？

生徒会（塩）　気づかなかったの？あなた達はヒーロー部であってヒーローではないわ。

部長　　　　ヒーロー部がなくなったら部員たちはどうしたらいいんだ。

生徒会（野）　あのダメ部員たちね。

生徒会（塩）　うちには他にも漫画研究会もあるし、アニメ同好会だってあるわ。受け皿には困らないはずよ

部長　　　　あいつらはヒーロー部じゃなきゃダメなんだ

生徒会（塩）　それはあなたでしょ？

部長　　　　いきなり廃部なんてあんまりだ

生徒会（野）　いきなり廃部にはしないわよ

部長　　　　え？

生徒会（笹）　潰すにもそれなりの条件にしないとね。

部長　　　　条件ってなんだ？

生徒会（塩）　文化祭への参加。それが出来なければやめてもらうわ

　　　　　　　部への昇格を狙っている文化系同好会はたくさんあるわ

　　　　　　　せいぜい頑張ることね。

部長　　　　ふははははは！そんなことだろうと思ったぞ！

生徒会（野）　な、なによその自信！？

生徒会（笹）　まさか秘策でも？

部長　　　　いや！秘策などない！しかし！頑張ることなら慣れている。私たちはヒーロー部だからな！

部長去る

生徒会（塩）　なんてなまいきな。でもしょせんは口だけよ。どうせあんなダメ部活、なにもできはしないわ！ ね、会長？
会長去る。
生徒会（塩）　会長？

会長のあとを追って生徒会役員みんな去る。
◯部員たちは大奮闘するんです！（廊下）
看板は移り変わっていく。行った先でのヒーロー部たちの頑張りがテンポよく演じられる。台本を書いたり、部員を集めたりする。衣装を縫ったり。

が、うまくいかない！

（ヒーロー部部室）

部員（高）　ああ！どうしよう！

他の部員も入ってくる。

部員全員　　どうしよう！

部長がやってくる。

部員全員　　部長！ヒーロー部はなくなっちゃうんですか？

部長　　　・・・大丈夫だ

部員全員　　やったー！（さわぐ）
部長　　　みんなどうだったの？

部員全員　　え？あ、その

部員（沼）　台本は・・・その・・・

部員（金）　衣装あるにはあったんですが・・・

別の部員がそでを引っ張る。

部員（神）　部員は・・・すいません

部長　　　そうか。

部員沈黙

部長　　　なんとかするね

部員（神）　部長！本当ですか？

部長答えない

部員（神）　本当にヒーロー部これからも大丈夫なんですか？

部長　　　大丈夫なんとかするから

部員（神）　待ってください。私たちにできることないですか？

部長　　　続けていくためには条件があるんだ。

部員（安）　どんな？

部長　　　文化祭に出ること。

部員は顔を見合わせる

部長　　　あと１時間しかないんだもん。無理だよね。大丈夫条件を変えてもらいに行ってくる。

部員（金）　・・・！でましょうよ！
部員（安）　無理だよ

部員（金）　衣装なら組合わせればきっとなんとかなります。台本だってなんとかなるでしょ？

部員（友）　でも怪人もいなかったし

部員（神）　うぐっごめん

部員（高）ぬいぐるみを差し出す

部員（金）　これだって戦力になるはずです。

部長　　　あと１時間しかないんだよ

部員（金）　１時間もあるじゃないですか！私たちはヒーロー部ですよ。ヒーローがあきらめてどうするんですか！

部員（高）　私やってみる！
部員（友）　ぼくも

部員（安）　私もなんとかする！

部員（神）　時代はヒーローを求めている！

部員（金）　私たちやります！

部長　　　わかった、みんなでがんばろう！

部員全員　　はい！
部員全員散っていく。部長だけが残る。

部長落ちているチラシを拾う。

部長　　　ヒーロー部部員募集。今日は文化祭当日なのに。・・・ヒーロー部でーす。ヒーロー部でーす。昔よくやったなあ。

◯昔の思い出「二年前」
部員を勧誘し始めると音楽。二年前、部長が一年生の時であることが提示される。後ろを生徒会会長が通りかかる。

部長　　　　ねえ

会長　　　　むりだよ

部長　　　　無理じゃなくてあんたもチラシ配りなさいよ

会長　　　　えー

部長　　　　こういうのが苦手なのは知ってるけどさ

会長　　　　私のこと知らないでしょ？

部長　　　　水臭いこと言わないの

会長　　　　水臭いって、どういう意味？

部長　　　　えっと他人行儀って言うか、その水が臭くなるぐらいの仲って言うか・・・

会長　　　　え？

部長　　　　とにかくやるの！

会長　　　　はーい

部長　　　　ヒーロー部でーす。

会長　　　　ヒーロー部でーす。

理事長（めい）　はーっははははがんばっとるかね

会長　　　　あ、おじいちゃん

理事長（めい）　ここでは理事長と呼びなさい。

部長　　　　噂はほんとうだったんだ

会長　　　　ないしょだよ

理事長（めい）　お友達か？どうぞよろしく頼みます。

会長　　　　やめてよ何しに来たの？行ってよ。

後ろでウンウンとうなずく理事長。

理事長（めい）　引込み思案のあの子に友達が出来るなんて、やっぱり中国から帰ってこさせてよかったなあ。

チラシを配りながら会長はいなくなる。音楽がやむ。

部長　　　　なんで。いなくなっちゃったんだろう？

部長が去っていく。

◯昔の仲間は？

一人残っていた理事長は隣のかべに話しかける。

めい　　　　ねえ

あかり　　　なに？

めい　　　　ここまでの展開どう？

あかり　　　意外

めい　　　　だよね。
めい　　　　ちょっと入れないよね。

あかり　　　私たち壁だからね。

めい　　　　ちくしょー。

あかり　　　しょうがないじゃん。

めい　　　　しょうがなくないよ。私たち二年だよ？二年って言ったら部活の主役じゃん。」

その部活動の主軸である二年生が壁ってどういうこと？

あかり　　　壁だけじゃないよ。

めい　　　　扉と壁と柱だよ？

あかり　　　机もやったよ

めい　　　　あーーーー！！差別だ！こんなことじゃ世田谷中学校演劇部に未来はない！

あかり　　　仕方ないよ。

めい　　　　なんでよ！

あかり　　　あんた成績悪いじゃん。

めい　　　　うっ！

あかり　　　補習があって練習出れてないもん。

めい　　　　あたしは部活を頑張るつもりだったの！

あかり　　　知ってる。

めい　　　　今年はやってやるって思ってたの。

あかり　　　知ってる。

めい　　　　なのに！なんで壁？

あかり　　　だから補習に出てるから

めい　　　　（耳を手でタプタプしながら）あああああ！！

あかり　　　ばいばい

めい　　　　待って。どこ行くの？

あかり　　　次の準備。

めい　　　　あんた平気なの？

あかり　　　何が？

めい　　　　いや何がって。私たち壁だよ。

あかり　　　そうだよ。

めい　　　　やじゃないの？

あかり　　　二年って言うのは部員を支える壁になってあげるもんだよ。（退場）
めい　　　　うまいこと言って逃げんなよ！あんたはそれでよくてもね、私は絶対この劇の中に入ってやるんだから！
「二年前」の看板を持ってめいも退場。
すると奥から「は～」と言いながら生徒会（笹）が出てくる

◯生徒会も恋をする（廊下）
生徒会（笹）　はー

生徒会（野）　どうしたの？

生徒会（笹）　ううん。なんでもない

生徒会の子は歩いて行くのだがつい踊ってしまう。
生徒会（塩）　ちょっと！あなたおかしいわよ

生徒会（笹）　なにが？

生徒会（野）　何がって足取りがダンスになってるわ

生徒会（笹）　そんなことないわ

生徒会（塩）　ほら！もうその足がそう言っている間にもダンスを踊る！

生徒会（笹）　そんなことないわよ～♪

生徒会（野）　鼻歌まで！あなた！ひょっとして！恋？！してるわね？

生徒会（笹）　え？（ぱたりと踊りが止まる）そ、そんなことないわ

生徒会（塩）　いいえ！今までのステップ、鼻歌、今そうしているモジモジ！すべて恋を表している！

生徒会（笹）　恋って？

生徒会（野）　恋とは「特定の異性に強く惹かれ、せつないまでに思いを寄せること」よ！

生徒会（塩）　出典「大辞泉」！

生徒会（笹）　そ、そんなこと思ってないわ！（ニヤニヤ）

生徒会（野）　はい！そこ！ニヤニヤしない！

生徒会（笹）　はい

生徒会（塩）　まったく相手は誰なの？

生徒会（笹）　え～（デレデレ）誰って言われても～（デレデレ）その～（デレデレ）
あの～（デレデレ）

生徒会（塩・野）　殴りたい！

生徒会（笹）　えへ、えへえへえへえへ（崩壊）

生徒会（塩）　しっかりして！

会長　　　んんっ！（咳払い）

生徒会（塩・野）　す、すいません！

会長　　　今日は文化祭だよ。見回りしなくていいの？

生徒会（塩）　　そうだった！

生徒会の面々走っていく。

会長は一人のこる。

◯会長の過去「二年前」
会長　　　　文化祭・・・。

音楽がなる。二年前の文化祭前であることが提示される。

部長　　　　ねえ！文化祭がんばろうね！

会長　　　　うん！

部長　　　　私たちががんばればきっと面白いものができるよ！

会長　　　　あのさ、これ

会長一冊のノートを差し出す。

部長　　　　え？これ台本じゃない。

会長　　　　この前からずっと考えてて、こういうの面白いかなって。

部長　　　　うん。これ面白いよ。

会長　　　　本当？！考えるのは好きだから。これならできるかなって。私しゃべるのは下手だから。

部長　　　　しゃべるのも大丈夫だよ。よし！これやろう！

部長去る。入れ替わりにお母さんと理事長が出てくる。

お母さん（あかり）　ちょっと！これはどういうこと？

理事長（めい）　　　どうした？

お母さん（あかり）　見てください。ずいぶん成績が下がっちゃって。

理事長（めい）　　　そんなことないだろう？毎日机に向かっていただろう？

お母さん（あかり）　やっぱりこっちの暮らしは難しかったのかしら・・・

会長抜き足差し足で逃げようとする。

理事長（めい）　　　うーん。どういうことだ？・・・逃げるな！

お母さん（あかり）　これは一体どういうことなの？

会長　　　　私行くところがあるの
理事長（めい）　　　どこへ？

会長　　　　学校

お母さん（あかり）　今日は日曜日ですよ

会長　　　　いや、その・・・

ノートが落ちる。拾おうとすると理事長が先に拾う。

理事長（めい）　　　これは・・・

お母さん（あかり）　毎日これを書いていたのね。

見る間に会長は逃げている。

お母さんと理事長奥へ引っ込む。そこへ部長が出てくる。

部長　　　遅かったけど何かあった？

会長　　　大丈夫

部長　　　じゃあ続きからやろ

部長と会長ははける。奥からお母さんと理事長が出てくる。

お母さん（あかり）　見てくださいまたこんなに成績が下がっちゃって

理事長（めい）　　　うーん

お母さん（あかり）　もう理事長でしょ何とかしてくださいよ

理事長（めい）　　　しかしこればっかりはなあ

お母さん（あかり）　部活なんかやってるから

理事長（めい）　　　そうか！

会長出てくる。

理事長（めい）　　　お前ももう二年に進級か。大きくなったな。

お母さん（あかり）　本当ねえ。

理事長（めい）　　　二年になったからな。お前は生徒会に入りなさい。

お母さん（あかり）　あらいいじゃない

会長　　　え？

理事長（めい）　　　大丈夫だ。会長にでもなるといい。

会長　　　私部活あるから

お母さん（あかり）　辞めたらいいのよ

理事長（めい）　　　そう。部活はやめて生徒会と勉強に専念するんだ。

お母さん（あかり）　大丈夫よ退部届はもう出してきたから

会長　　　え？私出番もあるんだけど

理事長（めい）　　　そんなに部活が気がかりか？じゃあ、なくしちゃおうか。

お母さん（あかり）　生徒会に入れば頭のいいお友達もたくさん増えるし、勉強の環境には最適よ。

理事長（めい）　　　成績もこのままというわけには行かないしな。よしなくそう。何部だ？

お母さん（あかり）　ヒーロー部ですよ

会長　　　わたし、生徒会長やります。

理事長（めい）　　　そうかそうか。

お母さん（あかり）　これでお母さんひと安心だわ。

お母さんと理事長は奥へ引っ込む。部長がやってくる。

部長　　　ねえ。（手に退部届を持っている）これどういうこと？何とか言ってよ、ねえってば！

会長ははける。背景をやっている二人がもぞもぞし始める。

めい　　　今じゃね？

あかり　　え？

めい　　　今この劇に入る隙間じゃね？

あかり　　早いよ

めい　　　こんなチャンスもうないかもしれないよ

あかり　　でも

ごそごそやってる二人に気づく部長が声をかける。

部長　　　そこで何してるの？

めい　　　え？いやあのその

あかり　　私たちやめます！

部長（めい）　えー！？

あかり（元部員）　　私たちヒーロー部やめます！

部長　　　そんな

めい（元部員）　　　（ごまかそうとする）勉強もやらなきゃいけないし・・・

元部員　　噂で聞いたんです。理事長にこの部睨まれてるって

めい　　（表情だけで「お前そんなこと言うなよ」って感じ）

部長　　　そうか

元部員　　本当ごめんなさい（去る）

元部員　　あの、その、あの・・・すいませんでした！（去る）

部長　　　・・・あの時はヒーロー部員わたし一人だったんだ。今はみんながいるじゃないか！（顔をはたいて気合を入れる）

部長ははける。

めい　　　劇の中に入ったはいいけど、私たちやめた部員になってるじゃん！

あかり　　しょうがないじゃん！じゃあ、どうしたら良かったのよ！

めい　　　もっとさあ、かっこよくって言うか

あかり　　なによ。

気配を感じ二人また壁になる。

◯生徒会の裏模様（廊下）
生徒会の一人恋する足取りで歩いてくる。

生徒会（笹）　先輩今日もここを通るかな？たしか三年Ｂ組はこっち・・・ああ、足が勝手に三年生のクラスに向かってしまう！ああ！はっ！

あわてて隠れる。そこへ会長と生徒会の一人が現れる。

生徒会（塩）　会長、ヒーロー部を廃部にすることは理事長先生の意向でもあるんですよ。
廃部にするのは反対なんですか？

会長　　　・・・

生徒会（塩）　会長本当にいいんですか？

会長　　　何が？

生徒会（塩）　会長は元々ヒーロ部にいたんでしょ？

会長　　　そのことは忘れた

生徒会（塩）　本当にヒーロー部を見限ってやめたんですか？廃部にするんですか？しないんですか？答えてください会長！

会長振りほどくように行く。

壁の二人。

あかり　　めっちゃシリアス。
めい　　　この先、どうなるわけ？

あかり　　さあ
めい　　　私ら、こんな微妙な感じで終わっていいわけ？　

あかり　　さあ
めい　　　（手に持ったままのノートに気づく）はっ！

あかり　　え？

めい　　　これだ！

生徒会（塩）、隠れて話を聞いていた生徒会（笹）を見つける。

生徒会（塩）　あなた何をしているの？

生徒会（笹）　あ、あの会長さんどうしたんですか？

生徒会（塩）　あなたは知らなくてもいいわ。

生徒会（笹）　でも、会長さん、何だかその、苦しそうだったし

生徒会（塩）　だったら会長を支えてあげるのが私たちの役目でしょ？分かったら持ち場に戻って。突然の文化祭で混乱してるんだから。

生徒会（笹）　はい・・・

生徒会（塩）　待ちなさい！あなたがここになんの用？

生徒会（笹）　え？

生徒会（塩）　ここは三年のクラスがある棟・・・はっ！もしやあなた！あなたがここにいるのはそういう理由？！

生徒会（笹）　えええ～（モジモジ）

生徒会（塩）　お目当ては誰？野球部のエース？サッカー部のキャプテン？さてはバスケ部の・・・

生徒会（笹）　やめてください〜（と踊ってしまう）

生徒会（塩）　くうううううっ！殴りたい！ちょっと待ちなさい！

恋する生徒会（笹）、踊る足取りで去る。生徒会（塩）が追いかけようとすると足元に滑り出てくるノート。

生徒会（塩）　ん？（中身をペラペラとめくる）これは・・・

ノートを手に走り去る生徒会（塩）。
壁の二人。
あかり　　よかったの？私たちが持っていけば、けっこういい役で入れたんじゃない？
めい　　　いいの、わたし壁だから。

あかり　　え？

めい　　　壁は大事なんだよ。私たちが支えなきゃだめなのよ！

めい走り去る。

あかり　　ち、ちょっと〜！

あかりも追いかけて走っていく。

○奮闘は実るか？（ヒーロー部部室）
部員（金）が、一人で入ってくる。

部員（金）　どこ行っちゃったの、イエロー。もう、時間がない！どうすればいいんだろう。

そこへ、男子部員二人やってくる。

部員（友）　あのさ、あの後少し書いてみたんだけどさ

と言いつつ台本の原稿を渡すとちょっと読んで投げ捨ててしまう。

部員（金）　面白くない。

部員（友）　あ！ああ！
部員（沼）　ちょっと！

部員（金）　だから、登場人物が多すぎるって言ってるでしょ、これじゃできない！

あんたばかじゃないの？

部員（友）　はあ？

部員（金）　こんなダメな台本、書いてどうするわけ？あんたの書いたものが使えるとでも思ってるの？

部員（友）　（ちょっと思いを飲み込んで）思ってねえよ！

吹き飛ばされるように、部員（沼）上手に退場。

部員（金）　え？

部員（友）　俺が書いたものが使えるなんて思ってねえよ。

部員（金）　じゃあ、なんで書いているのよ

部員（友）　書かなかったら、誰が書くんだよ。

部員（金）　だから使われないのに書いてどうするのって言ってるのよ。

部員（友）　使われなくても書くんだよ。

好きなんだよ。いろんなこと想像するのが。時々止まらなくなるんだよ。だから　　　　　　書くんだ。誰にも分かってもらえないかもしれないけど、それでも書かずにいられないんだ。

部員（沼）が幕の中で、「二人がけんかしてるんですよ。」という声が聞こえ、沼と神と高、出てくる。

部員（神）　どうしたの？
部員（友）　いえ、別に。
部員（神）　何かあったの？ブルー。
部員（金）　・・・・・・。
部員（高）　こんなときにケンカしているようじゃ、もう、ヒーロー部・・・。

部員一同　　・・・・・・。　　 

そこへ奥から部員（安）がやってくる。

部員（安）　　あったー！これ！これ！見てください！

部員（高）　　これって？

部員（金）　　昔の備品かしら？

部員（安）　　もう使っていないものを集めたあたりを探してたらこんなものが出てきて。

部員（高）　　揃いのスカーフだ！

部員（安）　　こんなものもありますよ！リストバンド！
部員（友）　　これで何とかなりませんかね？

部員（沼）　　なんとかしよう！

部員（神）　　ん？あんた・・・

生徒会（塩田）が立っている。

生徒会（塩）　（カバンからノートを出す）

部員（友）　　なんだよ

生徒会（塩）　取りなさい

部員（沼）　　なんだよ

生徒会（塩）　私には舞台のこととか分からないけれど、使えるものなら使うといいわ。

部員（友）　　こ、これ・・・

部員（金　　　なに？

部員（友）　　台本です。

部員全員　　　え？

集まってのぞきこむ。

部員（神）　　これ・・・

全員顔を合わせてうなずいて、「部長～～！」と呼びながら、かけ出していく。

 ◯ゴミ捨て場での運命の出会い（ゴミ捨て場）
会長がゴミを捨てに出てくる。部長、会長を探し当てて出てくる。

部長　　　いた～！決着つけよう！
会長　　　決着？

部長　　　ヒーロー部はなくならない。

会長　　　無理だよ。なんの準備も出来てないでしょ。

部長　　　じゃん！

部長の手にはあのノート。

会長　　　そ、それ

部長　　　えいかが書いてた台本。

会長　　　どこから

生徒会（塩）が出てくる。

生徒会（塩）　私が渡しました。

会長　　　あなたが？
生徒会（塩）　会長、本当は戻りたいんじゃないんですか？

会長　　　違う。

生徒会（塩）　じゃあなんですぐにヒーロー部潰さなかったんですか？
何度でもチャンスはあったじゃないですか。そのたびに別の理由を見つけてきて存続させてきたのは会長ですよ。

会長　　　違うよ

生徒会（塩）　違わないです。本当は戻るべき場所を守ってきたんじゃないんですか？

会長　　　わたし

部長　　　ごめん。私が不甲斐ないばっかりに。（ヒーロー部員たち、生徒会役員たち、静かに出てくる。）
会長　　　やめてよ

部長　　　えいかがいなくなって・・・私決めたんだ。ヒーロー部じゃなくてヒーローになろうって。（ヒーロー部員たちと部長、うなずきあう。）一人で、辛くて、誰かに助けて欲しかった時に、同じように思っている人いるだろうなって思ったの。なのに助けてあげられなかった。一番大事な友だちを守れなかった。

会長　　　違うよ。ずっと守ってきてくれたでしょ。

部長　　　えいか・・・。一緒にやろう。

会長　　　え？

部長　　　えいかが書いた台本だもん。覚えてるでしょ？

会長　　　でも。

部員（神）　会長、この台本、おもしろいです。

部員（安）　うん！
部員（金）　　やりましょう、これ！

部員（友）　　でもまだ足りないんだよね。人数が。

生徒会（笹）　私たちもやります！

部員（沼）　　えっまじ？

生徒会（野）　まじです。
部員（高）　　じゃあ、廃部は・・・。
生徒会（野）　ヒーロー部本来の姿を見てからにします。

生徒会（笹）　苦情はなくしてくださいね、会長のためにも。

生徒会（塩）　会長、一緒にやりましょう！

会長、部長を見る。部長うなずき、ヒーロー部員もうなずく。会長、生徒会役員塩田を見る。

塩田うなずき、生徒会役員たちもうなずく。会長、かべを見る。かべ達もうなずく。
会長　　　うん！
全員で喜び合う。やったー！よし！イェイ！など。
かべたちが、ゴミ捨て場から文化祭ステージに舞台チェンジする。

部長　　　まずはダンスからね！ウロ覚えでいいからやるよ！

部員（神）　　時間無いですからね！しっかり覚えてくださいね！

部長　　　よーし！やるぞ！

全員　　　おー！

音楽。ダンス。

ダンスの途中で幕が降りてくる。おわり。

生徒会の（笹）、恋する足取りで歩いてくる。

生徒会（笹）　先輩今日もここを通るかな？たしか三年B組はこっち・・・ああ、足が勝手に三年生のクラスに向かってしまう！ああ！はっ！

 　

あわてて隠れる。そこへ会長と生徒会の一人が現れる。

生徒会（塩）　会長、ヒーロー部を廃部にすることは、理事長先生の意向でもあるんですよ。

　　　　　　　理事長が喜ばれることなら、孫のあなたも喜ぶと思っていたんですけど・・・。

　　　　　　　廃部にするのは、反対なんですか？

会長　　　・・・。

生徒会（塩）　昔、あなたが、ヒーロー部にいたことは知っています。

　　　　　　　でも、あんな部活、見限ってやめたんですよね！

会長　　　　・・・。

生徒会（塩）　何とか言ってください！

会長　　　　・・・ごめんなさい！（走り去る。）

生徒会（塩）　会長！

あかり　　めっちゃシリアス。

めい　　　この先、どうなるわけ？

あかり　　さあ

めい　　　私ら、こんな微妙な感じで終わっていいわけ？

あかり　　さあ

めい　　　もう、話の筋変えちゃわない？

あかり　　え？

めい　　　これを投入してさ！

あかり　　それ、会長が書いた台本じゃん？

めい　　　だからさ・・・。

　　　　めい、隠れている生徒会に台本を渡す。

生徒会（笹）　あの・・・会長さん、どうしたんですか？

生徒会（塩）　なんでもないわ。

生徒会（笹）　でも、会長さん、何だかその、苦しそうだったし

生徒会（塩）　だったら会長を支えてあげるのが私たちの役目でしょ？分かったら、持ち場に戻って。突然の文化祭で混乱してるんだから。

生徒会（笹）　はい・・・。

生徒会（塩）　あら？あなた何か持ってるの？どこかで見たことあるような・・・

生徒会（笹）　これ、生徒会室の捨てる段ボールから出てきたんです。中身はよくわからないんですけど、面白そうだし、捨てるのもったいないな、と思って・・・。
生徒会（塩）　この字・・・。これは・・・。

　　　　　　　ところで、あなた、どうしてここに？わかってるわよ、あなたがこの廊下にいる理由ぐらい。

生徒会（笹）　え？

生徒会（塩）　ここは、三年生のクラスが並んでいるものね。

生徒会（笹）　ち、ちがいますぅ～♡

生徒会（塩）　で、お目当ては野球部のエース？サッカー部のキャプテン？さてはバスケ部の・・・

生徒会（笹）　やめてください～♡（と踊ってしまう）

生徒会（塩）　くうううううっ！殴りたい！ちょっと待ちなさい！
生徒会一人踊りながら去る。もう一人追うように去る。

生徒会去る。残った壁、人になる。

めい　　　おもしろくなりそうじゃん

あかり　　そうかな

めい　　　なんとかなるよ

あかり　　なるといいけど

めい　　　なる、なる

生徒会の（笹）、恋する足取りで歩いてくる。

生徒会（笹）　先輩今日もここを通るかな？たしか三年B組はこっち・・・ああ、足が勝手に三年生のクラスに向かってしまう！ああ！はっ！

 　

あわてて隠れる。そこへ会長と生徒会の一人が現れる。

生徒会（塩）　会長、ヒーロー部を廃部にすることは、理事長先生の意向でもあるんですよ。

　　　　　　　理事長が喜ばれることなら、孫のあなたも喜ぶと思っていたんですけど・・・。

　　　　　　　廃部にするのは、反対なんですか？

会長　　　・・・。

生徒会（塩）　昔、あなたが、ヒーロー部にいたことは知っています。

　　　　　　　でも、あんな部活、見限ってやめたんですよね！

会長　　　　・・・。

生徒会（塩）　何とか言ってください！

会長　　　　・・・ごめんなさい！（走り去る。）

生徒会（塩）　会長！

あかり　　めっちゃシリアス。

めい　　　この先、どうなるわけ？

あかり　　さあ

めい　　　私ら、こんな微妙な感じで終わっていいわけ？

あかり　　さあ

めい　　　もう、話の筋変えちゃわない？

あかり　　え？

めい　　　これを投入してさ！

あかり　　それ、会長が書いた台本じゃん？

めい　　　だからさ・・・。

　　　　めい、隠れている生徒会に台本を渡す。

生徒会（笹）　あの・・・会長さん、どうしたんですか？

生徒会（塩）　なんでもないわ。

生徒会（笹）　でも、会長さん、何だかその、苦しそうだったし

生徒会（塩）　だったら会長を支えてあげるのが私たちの役目でしょ？分かったら、持ち場に戻って。突然の文化祭で混乱してるんだから。

生徒会（笹）　はい・・・。

生徒会（塩）　あら？あなた何か持ってるの？どこかで見たことあるような・・・

生徒会（笹）　これ、生徒会室の捨てる段ボールから出てきたんです。中身はよくわからないんですけど、面白そうだし、捨てるのもったいないな、と思って・・・。
生徒会（塩）　この字・・・。これは・・・。

　　　　　　　ところで、あなた、どうしてここに？わかってるわよ、あなたがこの廊下にいる理由ぐらい。

生徒会（笹）　え？

生徒会（塩）　ここは、三年生のクラスが並んでいるものね。

生徒会（笹）　ち、ちがいますぅ～♡

生徒会（塩）　で、お目当ては野球部のエース？サッカー部のキャプテン？さてはバスケ部の・・・

生徒会（笹）　やめてください～♡（と踊ってしまう）

生徒会（塩）　くうううううっ！殴りたい！ちょっと待ちなさい！
生徒会一人踊りながら去る。もう一人追うように去る。

生徒会去る。残った壁、人になる。

めい　　　おもしろくなりそうじゃん

あかり　　そうかな

めい　　　なんとかなるよ

あかり　　なるといいけど

めい　　　なる、なる

会長が一人たたずんでいるところに、部長が出てくる。あかりは生徒会を、めいは部員たちを押しとどめているが、みんなかたずをのんで見守っている。
部長　　　えいか、さがしたよ。

会長　　　まやちゃん。

部長　　　ヒーロー部の発表、やるからね。えいかも一緒にやろう！

会長　　　何言ってるの？

部長　　　えいか、ヒーロー部が嫌で部活やめたんじゃなかったんだね。

　　　　　ヒーロー部を、守ろうとしてくれたんだね。

会長　　　え？

部長、会長にノートを見せる。

会長　　　・・・なんでそのノート、まやちゃんが持ってるの？
部長　　　生徒会の子が届けてくれたんだよ。ごめん、みんな読んじゃった。でも、捨てたノートなんだから、いいよね。これに、みんな書いてあった。ヒーロー部を辞めた時の気持ちも、やめたくなかったことも。それから、やりたかった舞台の台本も。

　　　　　えいかちゃん、いままで、えいかのこと誤解してた。信じてなかった。ごめん。

会長　　　そんな。私がだまっていたんだから。

部長　　　許してくれる？

会長　　　私のほうこそ、ヒーロー部、続けられなくてごめん。まやちゃんを一人にして、ごめんね。

部長　　　えいか・・・。ねえ、ヒーロー部の今年の舞台は、えいかの台本でやることになったんだよ。
会長　　　えっ？

部長　　　部員のみんなも、この台本、すごく気に入っているんだ！えいかが書いた台本だもの、一緒にやろう！
会長　　　でも、今さら・・・

部長　　　水臭いこと言わないの！

会長　　　水臭い・

部長　　　あー、水臭いって言うのはね、

会長　　　わかってるよ、前に説明してくれたもんね。

部長　　　そーだったね！　　
部長・会長（昔を思い出して笑う）ははははは
陰で見ていたヒーロー部員、出てくる。

部員（金）　会長、いえ、先輩、すてきな台本を書いてくれて、ありがとうございました。

部員（高）　　会長も一緒にやりましょう。

部員（友）　　でも、この台本だと、まだ足りないんだね。人数が。

陰で見ていた生徒会出てくる。
生徒会（塩）　私たちが協力してあげてもよろしくってよ。

部員（神）　　何しに来た。

生徒会（野）　あいかわらず口のきき方を知らない人たちね。

部員（金）　　協力してくれるんですか

生徒会（塩）　ええ

部員（高）　　舞台にでてくれるんですね・

生徒会（野）　ええ

部員（神）　　じゃあ、ヒーロー部の廃部は、無しですね？
生徒会（笹）　私たち生徒会はみんな、誠実な会長を尊敬してます。会長が守ろうとした部活
なら、どこかいいところがあるのかも知れないでしょ。

生徒会（塩）　だから、今年の廃部は見送ります。

部員たち　　やったー！（喜び合う）
生徒会（野）　でも！もし、来年度も苦情が減らなければ、そのときは、ね、会長！

会長　　　　うん！

部員たち　エーー！

部長　　　でも、とりあえず、今年の舞台は、みんなで楽しもう！ありがとう、生徒会！
めい　　　ちょっと、この筋考えたのはだれだと思っているの！

あかり　　いいじゃないの、だれにもわからなくても、私たちがみんなを支えたんだよ！
めい　　　やっぱり、壁って大事だってこと？
部長　　　（めいとあかりに）二人ともありがとう、最高のエンディングだよ！

　　　　　さあ、二人も、一緒に踊ろう！みんな、さあいくよ！

全員　　　おー！

全員でダンス♪

（　幕　）
